
実践したスクールワイドＰＢＳの２つの仕組み
①学校の秩序を回復し、より良くするための仕組み
・生徒の適切な行動を増加させることで問題行動を減少させる。
・生徒の存在や良さを積極的に認める、信頼関係を深める。
・指導の基準やスタンダードを用いて一貫性のある指導を行う。
・指導の構造を変化させる。
②チームとして機能する校内体制を作る仕組
・管理職と教職員で協働の場を作りあげる
・教職員と生徒で協働の場を作りあげる。

すべての子どもが幸せになるための学校経営
～一歩先の組織的なかかわり～

学校不適応解消(未然防止）のためのマネジメントのあり方
ポジティブな行動にこそ着目し、具体的に支援する

「スクールワイドＰＢＳ］の実際

講師 石黒 康夫氏 (桜美林大学教職センター 教授)

研修で
学校が
変わる

スクールワイドＰＢＳを取り入れた理由
・落ち着いてた学校が、ある年度の学年から
急に問題行動が増加 ・授業ができない状況
・発達障がいがある、またはその障がいがあ
る生徒が多く障がいに配慮した指導を行うが
問題行動は増加！

スクールワイドＰＢＳとは（Ｓchool-Wide Positive Behavior Support) SWPBS

○児童生徒の問題行動を減少させる ○児童生徒指導の方法 ○特別支援教育の視点で見ると
○一次支援、ユニバーサルなアプローチ ○全ての児童生徒を対象にした指導方法
○学校を落ち着いて安定した状態にするための方法
スクールワイドＰＢＳは・・・・
○子どもの良さを「認める指導」を組織的に進める方法のひとつ
○「できていること」「良いところ」「子どもの存在」に積極的に目を向けて、それを認めること
○肯定的に受け止めてフィードバックすること

★叱らない指導ではない・・ダメなものはダメと教える、問題行動の指導も「認める機会」にする
★「ほめる指導」でもない・・ほめ過ぎは効果がなくなる

指導のダブルスタン
ダード化が起きると学校
として指導の一貫性がな
くなり、児童・生徒保護
者から信頼されない。
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・スクールワイドＰＢＳ他
布勢の杜 バラ園（鳥取市）

障がい特性に対して丁寧
に対応しようとした結果、
その他の生徒への指導方法
と異なる指導方法をとり、
指導のダブルスタンダード
が生じたと考えられる。

自己指導能力を育む（生活指導の三機能）
①子どもが自己存在感を感じられる ②子どもが自己決定できる機会をつくる ③集団内に共感的人間
関係をつくる ★ポイントは一貫性のある指導・児童の適切な行動を増やす・具体的な行動を示す

参加者の感想
◆教職員の参画はもとより、児童のアイディアやPTA、地域と
の連携・協働体制の強化も含めた、組織的な取組に活かしたい。
◆春に全職員によるワークショップで行ったが、今日の研修は
それを大幅に上回るやり方だった。ぜひ来年の４月に導入して
みたい。「指導のダブルスタンダード」は確かにある。共通理
解を急ぎたい。

http://tila.main.jp/

